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１．2018年度の概況

(1)本年度は、過去のPR活動により本財団の知名度も上がり、研究助成金への応募が100件を

超える状況となりました。また、交付件数も株式配当金の増加に伴い、40件で総額4,000万円

となり、2017年度と比較して応募件数が30件増加（142％）、採択件数が15件増加（160％）と

なりました。前年に引き続き本年度も株式配当金が30円となり、前年の交付金の繰越金額と

本年度の増加収入を合わせて、前年の2,500万円から1,500万円増加の4,000万円の研究

助成金の交付を実施しました。

今回の研究助成金の公募は国公立大学、私立大学、一般企業（1件）からの応募があり、

本財団の知名度が上がっていることを示しています。無料のニュースリリースサイト等や

助成金の募集を支援している財団法人の雑誌、サイトに掲載しているものが研究者に

広がり、また理事や選考委員の方のご紹介など活動により知名度アップの活動は成功と

なりました。今後も業務課題や広報活動に積極的に取り組んでまいります。

　　また、2015年度と2016年度に研究助成金を交付した研究者に対して、研究業績集の印刷

をすることについて承認を頂き、研究業績集の印刷物を制作しました。

研究業績集の印刷については、理事会にて承認を得ています。費用は2年分で200万円程度

の支出となりました。

２. 財団の収支について

収益としては、株式配当金が40,020,000円となり、前年と同様となりました。

費用面では、公益事業で46,032,993円、法人会計で2,880,062円、合計48,913,055円となりました。

内訳は公益目的事業費が前年より16,694,847円増加、法人会計が687,594円の減少となりました。

共通事業費が前年より、252,447円減少、助成金交付額が前年より15,000,000円の増加となり、

公益目的事業の経常費用の増加の原因となっています。但し、収入面では株式配当金が前年と

同じの30円となり、前年の公益目的事業の繰越の収入があり、今期の収入額と同程度の研究助成

金4,000万円を交付しました。財団の総費用は48,913,055円となり、当期経常増減額は8,892,682円

のマイナスとなりました。

３. 公益目的事業について

2018年度も、生命科学に関する分野で、「人間の健康と美」を促進する研究で農林水産分野、

食品分野、生物学分野の研究者及び研究機関に対して、研究助成金の募集実施と助成金交付を

行い、また当財団の財団活動の情報公開のため下記の事項を実施致しました。

(1) 財団活動を本財団ＨＰで公開できるように機能の追加を行い、広く情報を公開いたしました。

公開する情報は下記の通りです。

①研究助成金募集活動に関するデータ

②事業年度別事業計画と収支予算

③決算報告（財務諸表等）

④事業報告等

⑤研究助成金交付実績

⑥研究業績集
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(2) 2018年6月1日から2018年7月31日の間で、当財団HPでの公募と研究助成を支援する財団の

HPに掲載しました。応募対象は国内の研究に対して公募を行い、101件の応募がありました。

選考委員各個人が選考作業（応募書類の確認、採点等）を行い、その結果を選考委員会にて

全員で審議・検討を行い、全件に順位付けをし、この中から上位40件に絞り込む作業を行いま

した。その後、交付内定先の40件について理事会に上申し、2018年9月28日開催の理事会にて

承認決定となりました。

(3) 2018年10月5日より全応募者に対して、選考結果の通知（採択と不採択）を投函し、内定の40件

に対しては、選考結果の通知書と第2次提出書類も一緒に発送いたしました。第2次提出書類の

到着後、内定先から寄附申込書等の依頼があり、依頼都度作成し郵送にて提出を行いました。

第2次提出書類は11月末日の提出になっており、この第2次提出書類をもって助成金交付先を

確定しました。その後、財団の事務局と交付内定先の所属機関とやり取りをしながら進めました。

研究助成金の交付は2019年2月に40件全額を振込をし、その後第3次提出書類を送付し、助成

金受領書等の書類の受取を行い、2018年度の研究助成金の交付は完了しました。

交付件数40件で4,000万円の研究助成金を交付しました。

助成金の交付実績は下記に記載した「2019年度研究助成金交付実績」のとおりです。

2019年度研究助成金交付実績 五十音順・敬称略
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京都大学　医学部附属病院　血
液内科

国立精神・神経医療研究センター
神経研究所　疾病研究第五部

お茶の水女子大学　基幹研究院

東京理科大学　生命科学研究所

骨髄移植後の食事摂取による腸管細菌叢の変化とＧＶＨ
D発症リスクの解析

新規認知症モデルマウスを用いた生理的刺激の疾患発
症・進展に対する影響の評価

大豆イソフラボンの骨格筋における脂質燃焼亢進メカニ
ズムの解明と疾患予防

ﾘﾝﾊﾟ球分化における新規代謝調節因子の機能解析

東京大学　生産技術研究所
基底細胞癌の治療に向けた新規光応答性化合物の開
発と評価

信州大学　学術研究院　ケミカル
バイオロジー研究室

非構造性概日時計たんぱく質を調節する合成分子の創
製

千葉大学　理学研究院生体構造
化学研究室

不活性型アデノシン受容体を特異的に認識する機能性
モノクローナル抗体の開発

東京農工大学　大学院　工学研
究院　応用化学部門

分子内の隣接ｶﾙﾎﾞﾆﾙ基の還元-酸化反応を利用する再
活性-再使用可能な有機還元剤分子の開発と洗練化

東北大学　大学院医学系研究科
免疫分野

ＴＮＦ受容体型分子に着目したｱﾚﾙｷﾞｰ発症の新たなﾒｶ
ﾆｽﾞﾑの解明

東京工業大学　生命理工学院 ヘム生合成の活性化による新規脂肪代謝制御法の開発

国立研究開発法人 農業・食品産
業技術総合研究機構
畜産研究部門　畜産物研究領域

脂肪細胞が分泌するエクソソームによる骨格筋細胞の制
御

岐阜大学　大学院医学系研究科
神経統御学講座生理学分野

エネルギー代謝からみたオメガ3脂肪酸による心臓の若
返りへの試み

富山大学　医学部
ユビキチンープロテアソーム系活性化剤の抗老化作用に
関する研究

東京大学　生産技術研究所　物
質・環境系部門

chronology cellular uptake of surfactant vis-à-vis cell
response

金沢大学 医薬保健研究域 薬学
系

ｽﾄﾚｽによる内側前頭皮質由来てんかん発作発症機構の
解明と治療薬の探求

東京工業大学　生命理工学院
脂肪燃焼に対する機能性物質の添加効果および活性酸
素の影響の解明

東京大学　生産技術研究所　物
質・環境系部門

ﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ-ﾋﾟﾘﾄﾞｷｻｰﾙ型分子を利用するﾀﾝﾊﾟｸ質標識化法
の開発
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(4) 2018年度研究助成金交付先に、年次報告書（第4次提出書類）を2019年3月下旬に発送し、

2019年4月末までに提出をして頂きました。今回から研究成果報告書は書面とﾃﾞｰﾀの両方を

提出していただきました。提出結果は、書面のみの提出やデータのみ提出といったケースが

みられたので、研究成果報告書は書面とデータの両方の提出であることを周知徹底するよう

にします。また、今回の提出期限が長期の休みと重なり、傾向として休み明けの営業日に届

く結果となりました。今後は年次報告書（第4次提出書類）の発送時期を3月上旬頃にして、

研究者へ早目に届くことで、作成から所属機関の承認等の手続きにかかる時間を多めにと

れるようにします。
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岡山大学　医歯薬学総合研究科
口腔生化学分野

美しい歩行を損なう変形性関節症に対する分子標的療
法開発を目指す基礎研究

芝浦工業大学　システム理工学部
生命科学科

白色脂肪のベージュ化をメガニズムとする痩身食品の開
発

東京工業大学　生命理工学院
高機能化ﾀﾝﾊﾟｸ質ﾊｲﾄﾞﾛｹﾞﾙの創出と三次元生体組織構
築への応用

関西医科大学　医学部　医化学
講座

理論的予測法の汎用性を実証するためのGPCRのＸ線
結晶構造解析

東北大学　薬学研究科　臨床薬
学分野

ウレミックスサルコペニアの予防・治療法に関する研究

金沢大学　医薬保健研究域・薬学
系

マスト細胞とアレルゲン親和性依存的浸潤細胞のクロス
トークによる皮膚ホメオスタシス制御機構

国立研究開発法人　理化学研究
所　生命機能科学研究センター

特殊構造をもつペプチドの合成系酵素の構造解析と創
薬利用

東京工業大学　生命理工学院
生理活性を付与したﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞﾏﾃﾘｱﾙを利用した骨芽細胞
の培養と分化制御

東京都健康長寿医療ｾﾝﾀｰ研究
所　老化機構研究チーム

新規糖ﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ解析法の開発と健康長寿ﾏｰｶｰ探索への
応用

東京大学　定量生命科学研究所 イオンポンプ活性化剤の構造生物学的研究

大阪市立大学　大学院理学研究
科

近赤外光に応答して一酸化炭素を放出する生体適合性
分子の開発

東京工業大学　生命理工学院
生体酸化ストレス評価のための銀イオン交換ゼオライトの
合成と活性酸素種生成の定量的解析

徳島文理大学　薬学部
毛の発生と再生を制御する亜鉛シグナルの役割解明：
「健康と美」への新しい戦略構築

岡山大学　大学院医歯薬学総合
研究科（薬学系）

樹状細胞の活性化を誘導する細胞外危険ｼｸﾞﾅﾙによる
抗腫瘍免疫誘導

名古屋市立大学　大学院薬学研
究科　病院薬剤分野

光制御可能なＮＯ放出剤のアンチエイジングへの応用

国立精神・神経医療研究センター
精神保健研究所　行動医学研究
部

認知機能・活動量・血液マーカーを用いた「ストレス」の客
観的評価

京都府立大学　大学院生命環境
科学研究科

尋常性白斑における免疫担当細胞・マクロファージの分
極制御による治療法の開発

日本女子大学　理学部物質生物
科学科

酸化ﾏﾝｶﾞﾝ表面におけるＣｒ（Ⅲ）ｲｵﾝの吸着と酸化

東京理科大学　理学部第一部 濫用される銀ｲｵﾝ検出用呈色試薬の開発

国立精神・神経医療研究センター
神経研究所　神経薬理研究部

脳の健康の維持を担う分子メカニズム

東北大学　加齢医学研究所　腫
瘍生物学分野

新規ＤＮＡ修復活性測定法を利用した、がん予防薬・放
射線障害治療薬としてのゲノム保護薬の開発

日本女子大学　理学部　物質生
物科学科

ヒト　ＯＲＣ1のグアニン四重鎖結合活性のＤＮＡ複製開
始における役割
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４. 評議員会・理事会・選考委員会の状況

①評議員会

2．2018年度事業計画と収支予算の報告

4．規程改定の報告【謝金規程と研究助成金交付規程の改定】

5．研究業績集の印刷の報告

6．内閣府立入検査の報告

②理事会

2．2019年度研究助成金の募集実施の報告

１．代表理事の選任

2．第6期（2017年度）決算公告の実施報告

3．内閣府提出書類（第6期事業報告書）の提出完了の報告

（報告事項） １．理事長職務執行報告（2018年9月～11月）

１．2019年度事業計画の承認

2．201９年度収支予算の承認

３．2020年度研究助成金募集要項等の書類

４．第7期（2018年度）決算スケジュールの承認

1．理事長職務執行報告（2018年12月～2019年2月）

2．2019年度研究助成金の交付報告

3．2019年公開予定情報の報告

（注）2018年9月28日、2019年2月8日の選考委員会に理事及び監事が出席し、

　　　選考委員会の運営状況を確認している。

③選考委員会

欠席選考委員　三原選考委員　１名

2．2019年4月～2020年3月の選考員会開催日程の決定

欠席選考委員　蟻川、三原選考委員　2名

　　（個々の採点をまとめ、採点順に上位40件を全員で吟味し決定）

1．2020年度研究助成金募集要項の決定

開　催　日 会議のテーマ（議案等） 定員 出席 結果

2018年9月28日

１．2019年度研究助成金の応募案件のﾁｪｯｸと採点及び交付先の決定

6名 5名 決定

2019年2月8日 6名 4名 決定

承認

（報告事項）

承認
（報告事項） １．理事長職務執行報告（2018年6月～8月）

2018年12月5日
（決義事項） １．任期満了に伴う選考委員の選任

3名 3名 承認

2018年9月28日

（決義事項） １．2019年度研究助成金交付先40件の承認

3名 3名

2019年3月14日

（決義事項）

3名 3名

定員 出席 結果

2018年6月21日

（決議事項） 1．第6期（2018年度）決算書類（案）の承認

3名 3名 承認
2．第6期（2018年度）定時評議員会の議案と日程の承認

（報告事項） 1．理事長の職務執行の報告（2018年3月～5月）

開　催　日 会議のテーマ（決義事項、報告事項） 定員 出席 結果

2018年7月6日 （決議事項） 3名 3名 承認

2018年7月6日

（決議事項） 1．第6期（2018年度）決算書類の承認

3名 3名 承認
（報告事項） 1．2018年度研究助成金交付実績報告

3．2019年度研究助成金募集実施の報告

2．定款一部変更の承認

3．理事3名任期満了に伴う選任の承認

4．監事1名任期満了に伴う選任の承認

開　催　日 会議のテーマ（決議事項、報告事項）
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５. 役員及び選考委員情報

2019年3月31日現在

2019年3月31日現在

以上

畑 中  研 一 非常勤

三 原  久 和 非常勤

選考委員長 小 澤  俊 彦 非常勤

選考委員　

蟻 川  芳 子 非常勤

大 倉  一 郎 非常勤

上 村  みどり 非常勤

監　事 宮 崎  一 成 非常勤

選　考　委　員　情　報

財団役職 氏　　名 勤務形態

非常勤

代表理事 大 倉  一 郎 非常勤

理　事
加藤　信子 非常勤

小 柳  典 子 非常勤

役　員　情　報

財団役職 氏　　名 勤務形態

評議員

知 野  秀 雄 非常勤

石 川  和 則 非常勤

岩 﨑  泰 一　
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